
往来

「将来に夢を持って挑むなら、海外を無視

することは出来ない」と話すのは澤村の清水

民生常務。

本格稼働を目前に控えた上海現地法人の董事

長として、製品の内販、テキスタイルの純輸

出などに取り組み、製販両面で海外事業を加

速する。

一方、関係の深い北陸トリコット産地に対し

ては「海外に直接進出するのは難しいとして

も、情報収集による開発力の向上は必要」と

発破をかける。

現法設立などで海外に目を向けながら 「北陸、

のトリコットはこれまでもこれからも当社の

コア事業」とし 「将来に夢を持って挑む」産、

。地事業と歩みをともにする考えだ
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